第28回　施設処遇検討会議　議事録

H19.10.8　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M秋山S.G.M・清水S.G.M

佐々木・小坂・小松・山田・原・山口

三浦・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 記　録：原

議題

１：奥山　以依子　様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：下町　サン子　様　（青風荘入所者様）の処遇について

３：関口　禅　様　　　（青明舎利用者様）の処遇について

１：奥山　以依子　様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

・退所について

【退所先の決定（H20.4.3青山荘退所予定）】
介入方法→・退所先や退所後の生活について具体的な検討・決定がされていない為、家族と連絡調整を行い面談実施する。

・現時点の生活能力評価をし、家族へも評価を提示しながら適当な退所先を検討する。

・本人の希望と家族の希望に沿いながら両者が納得するよう面談を進める。

・家族面談実施前に、本人と二者面談を行い、退所先や退所後の生活に対する希望を明確にしておく。現実検討能力乏しいことからも、本人の分かりやすいよう説明しながら現在の生活能力と退所先で必要な能力とを照らし合わせ検討する。

【退所までの生活訓練】※退所日までに生活上必要最低限の能力を習得・維持する。

介入方法→①健康・服薬管理

・忘薬・誤薬があった際の対処方法について本人と振り返りながら確認した上で、職員の確認がなくても服薬自己管理できるようチェックリストの活用を中止する。

・シンラック服用は排便困難時と不定期であり、現在事務室管理となっている。本　　　　　　　　　　　　人がシンラック服用を希望する際、今まで職員がシンラック適量コップへ入れていたが、本人へシンラックを渡し適量コップへ入れてもらう。

②定期的な入浴・着替え

・入浴は本人の気分で行っており、着替えも入浴時にしか行わないという本人のこだわりがある。現在、週1回の入浴しか行われていないことからも、本人と入浴日を話し合いで決定しチェックリストを用いながら振り返りを行いやすい体制を作り促す。

・入浴日が決定され、入浴を行う事で着替えもその都度行う事ができるようになると予想されるが、入浴回数が極端に少ない場合は職員から声をかけ、着替えを行っていただく。

③社会資源の利用（事務手続・バス乗降）
・退所までバスの乗降訓練を兼ねた重度医療申請手続きは継続して行う。
　　　　　　　　・その他退所時に必要な手続き等についても内容や方法についても本人へ分かりやすく説明しながら一緒に行う。

【家族関係の調整】

　介入方法→・面談希望の意思を伝え日程調整を行い、退所先の検討や本人との関わりについて面談実施する。

　　　　　　　　　・世帯分離について再度家族から希望があった際には本人も交えて検討を行う。

＜評価＞

　退所先については保護者である弟様が定年退職後は本人を面倒みたいと話すが、定期的な外泊の機会が減少しており、外泊時には弟様・義妹様との会話も少なく、本人と退所後についての具体的な話も全く行われなかった為、弟様の意見もどこまでが真実かわからないことからも青風荘の入所も考えられるが、その際には家族には青風荘が最終的な生活の場では無いということの説明も必要である。弟様が本人の住所を青山荘に変えてしまったが、その結果本人が年金を自分で管理することになり、現在は金銭管理については特に問題なく行っており結果的に本人のＱＯＬが上がったことも事実である。今後の課題については退所先をどこなするのか、家族との関係調整を行いながら、支援していくことが必要である。

２：下町　サン子　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：便秘症・低血圧

　＜問題点＞

①身体的不調が多く聞かれる。

（フラフラして入浴ができない。腹の調子が悪いと頻回にトイレに入る等。）

介入方法→・不調時には、どのような状態なのか傾聴して、定期的に行っている検査では身体的問題はない事を伝え、本人に安心感を持ってもらう。

・必要に応じてバイタル測定や休息をとって貰うようにする。

・排便の状態がどうなのか確認していく。

②下着や上着の適切な着用ができない。場にそぐわない服装をする。

（適度な回数の洗濯ができない）

介入方法→・衣類に関してこだわりや思い込みがあるようで、新しい肌シャツやズボン下を切断して別の下着に縫い付けて着たり、気温が高いにも関わらず、何枚も重ね着（７～８枚）した上に夏物を着たりする為、その都度、声をかけ周りの服装と比較してもらい、服装について一緒に検討して習慣化できるように支援を行っていく。

　　　　　・新調した衣類を着ず、同じ衣類や古い衣類を頻回に洗濯して（毎日のように洗濯する）着続ける為、衣類の調整の仕方を一緒に確認していく。（声かけすると着るのが無いといわれる）

· 洗濯に関しては以前、洗面所で泡だらけにして行っていたが、現在は洗濯機を使用して行う事が出来ている。

③計画的な金銭管理や買い物が出来ない。

介入方法→・決められた金銭内（１Ｗ3000）で必要な物を適量購入できるようにその都度、支援を行っている。

　　　　　・日用品や嗜好品の購入回数も頻回なうえ、使用量も多い為、使用の仕方を支援している。

＜評価＞

　住所変更の切り替えはないが、住所が岩手であることから岩手の施設を利用してはどうかと言う電話が以前役場からあるが岩手で受け入れる施設があれば利用しても良いと青風荘側では伝えている。問題点は前回からの継続であり、病状は職員の見えないところで変化しているのではないか、また本人の状態が見えにくいのも事実である。身体的な不調は指導では改善されるものではない、本人がどう悪いのか表現できるようになればいいのだが。これらを踏まえて、現在の本人の状態を維持し、問題点を1つでも治していくことで、本人なりの生活を送れるように少しでも本人にとって不便なところを改善できるように支援を行っていくことが必要である。

　

３：関口　禅　様　　　（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　　　　

　＜問題点＞

· 些細なことでも過度に心配・混乱し、繰り返しの確認行為や精神的疲労に繋がる。

介入方法→これからの青明舎の関わりについて

・本人へ青明舎の説明を行い登録する。

・本人の病状や体調に変化がないか関係機関（青明舎・デイケア・外来・青山荘）出見守りをする。

・生活面の相談相手として、青明舎の訪問を毎週土曜日に行い、本人の不安を軽減する。怠薬により再発を繰り返している為に服薬確認を行う。

・本人の状態が変化した場合には、関係機関と家族で本人の近況等について情報交換を行い、素早く主治医へ報告する。

・生活上の問題やトラブルが起きたらその都度スタッフが介入を行う。

・使った物は元の場所に戻す習慣をつける。

＜評価＞

　青山荘を退所して1週間経つが青明舎の関わりとしては、毎週土曜日に本人の自宅への訪問を行っている。現在は月4万で生活している為に年金の等級が下がったとしても生活には問題はないが、年金は弟様が管理している為に、今後生活費の受け渡し方等については当人同士で行ってもらう。弟様は本人に対して厳しく面もあり、弟様は本人と極力関わりたくないと感じられる為に、本人と弟様トラブルを避ける為にも青明舎が間に入りその都度介入を行うが、依存的になり本人と弟様の関係が希薄にならない為にも青明舎としては一定の関係を保ちながら支援していくことが必要である。本人から青明舎に相談がある際には職員が介入を行うがその為にも本人に青明舎を利用するに当たって目標を持ってもらい登録を行ってもらう。本人が問題を抱え込み過ぎないように訪問時には本人と話しをして信頼関係を築いて行くことが必要である。今後は本人の生活状況を見ながら必要に応じて訪問看護の導入も視野に入れていくことも考え支援していくことが必要である。
